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令和 5 年度定期総会のご報告 
去る 5 月 13 日に恒例の総会を 4 年ぶりに開催しました。コロナ禍で長い間休止してい

た総会も、また当日参加された方とも久し振りの再会で、会場も映画を上映する関係上、

従来のホテルでは無く会議室で開催することに致しました。総会での議案は令和 1 年～5
年 3 月迄の事業、会計報告と、役員改選そして令和 5 年度の事業、予算案の説明などでそ

れら全てが了解され終了となりました。続いて映画ですが、その日福井より映画製作倶楽

部の代表松井氏が器材一式を車に積んで駆けつけて下さり会場に映写の準備をされ、鑑賞

する事になった。主題は「福井・駅前物語」で、 福井駅前が明治の中期から大正、昭和、

平成、令和の時代までの約 120 年の歴史、変遷を記録した約 2 時間の映画である。映画の

内容は、福井駅が明治 29 年に誕生した頃から始まり、その当時の駅周辺の商店街、百貨

店、映画館などが立ち並び、住人が盆踊りなどを楽しんでいる様子から生活に安ど感が窺

える。時代が大正から昭和へと移り行くなかで、さきの大戦に突き進み、その結末が福井

にも・・昭和 20 年 7 月の空襲によっ て福井市の 95%が焼失した、再興の為昼夜兼行で励

み、漸く復興途上にあったところに、昭和 23 年 6 月福井大地震が発生した。M7.3 を記録

し、県下全域が壊滅的な打撃を受けた。福井市が実に 80%を失い住民が茫然自失する姿も。

その後にも、昭和 34 年の北陸トンネルの難工事の様子、昭和 38 年の三八豪雪や度重なる

豪雨災害などにも見舞われた。 
しかし、幾多の苦難、困難を乗り越えて見事に復興させた福井の人のド根性、不屈の精

神力で”不死鳥福井”と宣言するまでに復興させたと称されたように福井市が目覚ましく

発展し、近代都市として蘇ったのである。 
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福井県内に城、山城はこんなにも？ 
今年の NHK 大河ドラマ「どうする家康」にちなんで、戦国時代に故郷福井県内各地に

築かれた主な城は、下図の 65 ヶ所ですが、山城や平城に関連した砦や陣跡、居館跡など

は、およそ 500 ヶ所も残っています。 
山城とは、その如く山の上に築かれた城のことを指すので、立派な石垣や天守閣のよう

な建物もなく、土で盛り上げたり、斜面を削ったりして城としたのです。江戸時代になる

と、わざわざ山の上に築くことはなく、平地の重要な拠点に城下町のシンボルとして、城

が築かれるようになりました。 
例外として、先祖の例にならって山の上に城を築き、その麓に城下町を造るような城も

幾つかあります。しかし戦国時代に築かれた数多くの城郭、とりわけ山城のほとんどが廃

城となり、その多くが草木に埋もれてしまっております。その代表的な城跡が、一乗谷城、

玄蕃尾城、国吉城、後瀬山城などです。 

 
―― 福井新聞の記事を抜粋して ―― 
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福井県よりのトピックス 
●2022 年の県内観光客は 1,519 万人 
 
2022 年の県内観光客入込数 (推計) は、1,519 万人となり、前年比で 22.9%の増となりま

した。 
全国の流入が徐々に回復しつつある中、県内の観光代金割引のお得キャンペ ンの効果や、

北陸新幹線福井・敦賀延伸に向けた積極的な PR などにより、県外客は前年比で 30%以上

の増となりました。 
主な観光地は、恐竜博物館、かつやま恐竜の森、大本山永平寺をはじめ、10 月に博物館が

オープンした一乗谷朝倉遺跡や東尋坊、あわら温泉など、県外でも広く知られた観光地で

前年比 3 割以上の増加が見られ、県外からの集客を牽引しております。 
 
●北陸新幹線「9 月 23 日ついに福井県を初走行!!」 
 
来年春の北陸新幹線金沢・敦賀間の開業にむけた新幹線車両の走行試験がいよいよ始まり

ます。試験期間は 9 月 23 日～12 月 9 日までの間の 40 日間で、1 日に 1 往復する予定で

す。本試験の実施により福井県内を初めて新幹線車両が走行することになります。 
9 月 23 日の初入線に合わせて、記念式典やイベントが企画されており、新幹線の開業に向

けてますます機運が高まっていきそうです。 
 
●「ふくい桜マラソン 2024」が来春 3 月に開催 
 
来年春の北陸新幹線福井・敦賀間の開業に合わせて、県内では初めてとなる大規模な都市

型フルマラソン大会 「ふくい桜マラソン 2024」が、来年 3 月 31 日に開催されます。大

会のスローガンは「かける思い、サクラサク」。はしる・みる・ささえる、みんなの大会

に懸 (駆)ける思いが成就 (サクラサク)するように・・・との意味が込められております。 
コースは、福井駅前、大名町交差点付近をスタートし、さくら通りから新幹線と並走でき

る新九頭竜橋や丸岡城、足羽川堤防など、ふくいが誇る「桜」の名所を巡るコース設定と

なっております。 
フルマラソンは勿論のこと、2 人 1 組で走るペアーリレーマラソンや小学生や車いすの方

もエントリーできる 1.5Km の部など、多彩なランナーが参加できる大会となっています。

参加募集人数はフルマラソン 13,000 人、ペアーリレーマラソン 100 組 (200 人)、5 キロ

マラソン 1,300 人、1.5 キロ マラソン 500 人で合計 15,000 人となっています。 
日本陸上競技連盟公認・ワールドアスレティックス認証コースです。 
大会プロデューサーは、大迫傑 (プロランナー・ナイキ所属)です。 
 
●来年の NHK 大河ドラマ「光る君へ」・・越前市も関係があり・・？ 
 
「源氏物語」の作者、紫式部は福井県越前市(旧武生)が、ゆかりのある地なのです。996
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年に紫式部は、父藤原為時が越前国の武生にある国府の国守として赴任した時に一緒に来

て、ここに約 2 年間滞在していたのです。 
それにちなんで地元では、東千福町に紫式部の記念公園として整備し、そこに寝殿風の庭

園を造り、その一角に紫式部像を建立したのです。 
地元では、紫式部が越前武生に滞在していた頃の様子を、テレビでどのように放映される

のか?今から楽しみです・・と。 
また、来春開業する北陸新幹線の最寄りの新駅、「越前たけふ」、と合わせて地元の人々

は、お盆と正月が一緒に来たようだ・・と、大変喜んでいる。毎年 5 月には、「式部とふ

じ祭り」が開催されています。 
 

◆◇◆◇◆ 事務局より ◆◇◆◇◆ 

１．年会費納入者のご報告 
下記の方々には５月１３日開催の総会当日その他で納入いただいております。この会報

掲載をもって領収書に代えさせていただきます。ありがとうございました。 
 

谷田昭夫  飯田昭夫  武長敏彦  小林健   関俊幸      北川達 
矢代謹治  井村幸広  岩本次峰  米野正則  岡崎登貴雄 大嶋政春 

（敬称は省略します。） 
 

２．年会費未納の方に 

年会費（３，０００円）未納の方は、至急納入して頂きますよう宜しくお願い致します。 
 
【振込先口座】 

静岡銀行  東静岡支店 （普通） 口座番号  ００８０７８０  
静岡福井県人会 会長 武長敏彦 
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